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第第第第第66666 回回回回回：：：：：レディレディレディレディレディ・・・・・バイロンと協同組合人バイロンと協同組合人バイロンと協同組合人バイロンと協同組合人バイロンと協同組合人
　　　　　　　　　　　　　

中川雄一郎（協同総研理事長／明治大学）

　イギリスにおける初期協同組合運動の歴史
にしばしば登場する女性がいる。彼女の名は
アン・イサベラ・ノエル・バイロン、すなわ
ち、レディ・バイロン（バイロン夫人）であ
る。そう、彼女は、与謝野鉄幹のあの詩「嗚
呼、我ダンテの奇才なく、バイロン、ハイネ
の熱なきを…」で詠われた、インドをこよな
く愛したロマン派詩人のジョージ・ゴード
ン・ノエル・バイロン卿の夫人なのである。
彼女は、社会問題に関心を寄せ、社会改良の
立場から、既にこの物語に登場したウィリア
ム・キングと親交をもち、またわれわれが「近
代協同組合運動の黎明」と称している「オウ
エン主義協同組合運動の世界」=「協同組合
コングレス」（1831年～1835年）を―前回登
場したウィリアム・トンプソン亡き後に―指
導したハッダーズフィールド協同組合（ハッ
ダーズフィールドはイングランド北部の産業

都市）のトマス・ハーストに公私にわたる援
助の手を差し延べた。他方、彼女は、すぐ後
で見るように、ロバート・オウエンに対して
批判的立場をとっており、彼女の社会思想を
ある程度明らかにしている。
　今回の労働者協同組合物語は、レディ・バ
イロンの目を通してイギリス初期協同組合運
動の歴史を垣間見ようとするものである。彼

女が協同組合運動に関わった時代は、産業革
命が山場にさしかかり、イギリス社会の経済
的、政治的変化も一段と激しさを加えていた
時代であったことから、われわれは、彼女の
目を追うことによって、時代がもたらしたイ
ギリス社会の思想的、政治的な動向と協同組
合運動の状況を知ることができるであろう。

１．１．１．１．１．レディレディレディレディレディ・・・・・バイロンとウィリアムバイロンとウィリアムバイロンとウィリアムバイロンとウィリアムバイロンとウィリアム・・・・・キングキングキングキングキング

　第4回の「労働者協同組合物語」1 )で述べ
たように、ウィリアム・キングは、1821年に
ブライトンに居を構え医者として活動すると
ともに、1824年に「共済組合」に基礎をおい
た「貧民救済」を主張するエリザベス・フラ
イの社会改良運動に共鳴して「ブライトン地
区協会」を設立し、また翌年の1825年には
熟練労働者や熟練職人の子弟に一般知識と専
門技術を教える「ブライトン職工学校」の設
立に加わり、そして1827年から協同組合運
動を指導するようになるのであるが、キング
が、というよりはむしろレディ・バイロンが
キングと面識をもつようになるのは1827年
のこの頃からである。というのは、ブライト
ンで社会活動に携わっていたレディ・バイロ
ンは、夫の所有地で働いている農業労働者の
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生活状態を改善する方策について助言を得よ
うと、著名な知識人であり敬虔なクリスチャ
ンであるキングに面識を求めてきたとき、キ
ングは彼女に協同組合運動に注目するように
助言したからである。レディ・バイロンは、
かくして協同組合運動の社会的役割を学び、
それ以後協同組合運動を金銭的に援助してい
く。レディ・バイロンが第4回協同組合コン
グレスでキングとともに「感謝決議」を送ら
れたのは、協同組合運動への彼女の金銭的援
助に対してであった。
　しかし、レディ・バイロンは、彼女が援助
しているその当の協同組合運動の思想的支柱
であったロバート・オウエンの思想には必ず
しも賛意を示さなかった。彼女は、オウエン
の名をついに一度も口にしなかったキングの
協同組合運動には大いに関心を払いかつ賛意
を示したが、とりわけオウエンの「環境決定
論」あるいは「性格形成論」には反対する思
想的立場をとり続けた。彼女は、第4回協同
組合コングレスを病気の身を押して指導した
トマス・ハーストへの手紙（1832年5月26日
付）で次のように述べている。

　オウエン氏は、キリスト教の優れた道徳性
をすべて受け入れる、と考えているようで
すが、けれども彼は、キリスト教の欠くこ
とのできない（道徳的な）力である戒めや
制裁を受け入れることを拒否しているので
すから、「環境」が性格形成において相対的
にほとんど効力をもたない、ということに
気づくことになるでしょう。なるほど、宗
教的な博愛主義者たちは、彼らの影響下に
いる人びとの現世の状態を無視する誤りを
あまりにしばしば犯してきましたが、それ
だからと言って、富裕な者と貧民との間
の、同胞としての「神聖な」絆を等閑視す

ｳｴﾙﾌｪｱｰ

ることは、社会の福祉にとって致命的であ
るだけでなく、まったくの誤謬です。2 )

「富裕な者と貧民」は共に「同胞」であり、
「神聖な絆」を共有しているのであるから、両
者は共に「キリスト教的道徳律」を受け入れ
るべきである、と考えるレディ・バイロンは、
「戒め」や「制裁」、すなわち、「罰」や「褒
賞」を認めないオウエンの「社会生活の道徳
化」を「反キリスト教」と見なして、オウエ
ンの「環境決定論」=「性格形成論」を切り
捨ててしまう。この点で、レディ・バイロン
が、一方で「協同組合は国家と教会の双方に
おける党派や宗派から超然としているべきで
ある」と強調しておきながら、他方で「キリ
スト教を容認することが協同組合の活力には
必要である」と主張しているのは、ホリヨー
クが指摘したように、彼女は、「道徳性や公
正性は科学・経験・人間本性のなかにどんな
独自の源泉も有しない、と信じられていた一
時代の心情を吐露しているにすぎない」のか
もしれない。とはいえ、博愛的慈善を自分の
属する支配階級の社会的使命であると見なし
ていた彼女は彼女で、宗教心のある人たちは
「オウエンは多くのことを物質的な生活環境
に依拠しすぎた」と考えたので、かえってオ
ウエンの「環境決定論」や「性格形成論」に
反撥した、との認識をもっていた。もしキン
グが彼女のそのような認識について少しでも
理解を示したとするならば、「キリスト教福
音主義」を自分の協同思想の一つの重要な柱
としたキングは、そのような「レディ・バイ
ロンの宗教観」に何か意味のあることを見い
だしたのかもしれない。事実、キングは、労
働者階級が労働者生産協同組合を通じて独立
する能力を取り戻すことができるようになれ
ば、「協同組合は上流階級に利益をもたらす」
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と考えた―何故なら、労働者階級が資本家に
従属している限り、「労働と資本」が対立す
るだけでなく、労働者自身が労働市場で競争
し相互に対立せざるを得ないのに対して、労
働者生産協同組合においては「労働と資本」
は結合し、労働者は同胞として相互に結合す
ることになり、「労働者と資本家」の区別も
なくなり、やがては「社会のすべての人間に
同一性をもたらす」からである。さらにキン
グは、協同組合の基礎は「キリスト教福音主
義」にあると考えた―ここで少々キングの言
うところに耳を傾けてみよう。
キングは言う。協同組合の基礎は「汝自身
と同様に汝の隣人を愛せよ」である。「これ
は、わが救世主の偉大な社会的戒律であり、
等しくコミュニティの活動の大きな、重要な
原動力である。真のキリスト教徒でない者
は、このようなコミュニティにふさわしくな
い」3 )、と。キングはまた「聖書」と「キリ
スト教」についても触れている―「聖書」は
こう語っている。階級が分裂する前の時代に
はすべての人たちが共同資本によって維持さ
れていて貧富の差はなかった。しかし、階級
が分裂して貧民階級が現われると、聖書は
「貧民とは労働者および労働階級であると理
解し」、富が多数の人たちの労働の成果であ
る生産物であることを明らかにし、「労働者
がその生産物を奪われ、飢餓状態におかれて
いるのは正しくない」、と指摘した。このこ
とは「聖書の精神と協同組合の精神との類似
性」を示している。すなわち、「労働者の状
態の改善が双方の目的」なのであるから、「わ
れわれは、聖書を熟考すれば、貧民のあるい
は労働階級の状態の改善、平和と調和と豊か
さの普遍的統治、徳行と宗教の普遍的統治こ
そが神の摂理の目的である、と結論し得るの
である。」4 )

キリスト教精神は「普遍的愛の精神」であ
るが、協同組合もこの「普遍的愛の精神」に
基づいている。この精神が、人びとをして労
働階級や労働者の苦しみを看過ごさせなかっ
ただけでなく、彼らの労働の固有の価値に気
づかせたのである。それ故、キリスト教精神
を確信している人たちは、「その原理を取り
上げて、それを新しい時代に、新しい事物の
秩序に適用する権利をもっているのである」
5 )。そして、近代的な知性が福音主義に結び
ついた活動とともに貧民や労働者に再び訪れ
るのは、福音の使徒が貧民から現われたのと
同じように、「神の創造」なのである6 )、とキ
ングは強調したのである。
キリスト教についてのこのようなキングの
主張にレディ・バイロンが「相槌を打った」
ことは、われわれとしても想像に難くないだ
ろう。

２．２．２．２．２．レディレディレディレディレディ・・・・・バイロンとバイロンとバイロンとバイロンとバイロンとEEEEE．．．．．TTTTT．．．．．クレイグクレイグクレイグクレイグクレイグ

　アイルランド・クレア州のララヒンに「ラ
ラヒン農業・製造業協同組合」、別称「ララ
ヒン協同コミュニティ」（1831－1833年）を
建設し指導したオウエン主義者のエドワー
ド・トマス・クレイグは、「喜劇的悲劇」と
言う外ない原因によりコミュニティ崩壊を余
儀なくされてララヒン・コミュニティを去っ
た後にレディ・バイロンを知ることになっ
た。クレイグがレディ・バイロンを知ったこ
とは、ララヒン協同コミュニティ崩壊の憂き
目に遭って苦汁を飲まされてしまった彼に
は、何よりの幸運であった。
ところで、ララヒン協同コミュニティにつ
いては次回の「労働者協同組合物語」で詳し
く論及するので、ここでは、そのコミュニ
ティを去って新しい活動を開始したクレイグ
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とレディ・バイロンとの関係に触れながら、
協同組合人にほとんど知られることのなかっ
た、ララヒン協同コミュニティ後のクレイグ
の足取りを記すこととしよう。
クレイグがアイルランドにやって来た時に
最初に感じ取ったことは、（アイルランドで
は）「社会的な産業組織」が欠けている、と
いうことであった。ララヒン協同コミュニ
ティを指導する際に彼がもっとも注意したこ
ともそのことであった。「アイルランドの弊
害を救済しようとすれば、その救済策は社会
的、産業的経済の領域内になければならず、
単に政治的に対応するだけではその弊害は決
して解決され得ない」、とクレイグは正しく
も考えた。そこで彼は、ララヒン・コミュニ
ティにおいて（青年を中心に）工業と農業の
職業訓練・教育、産業の社会的組織化を講じ
たのである7 )。小規模なララヒン・コミュニ
ティで職業訓練・教育を講じ、コミュニティ
の構成員の自治に基づいて産業を組織化する
ことはそう難しいことではなかったにして
も、9歳から17歳のすべての男女に農業と園
芸それに他の有用な職業を学習させ、また17
歳未満の児童にコミュニティでの生活に関わ
るすべてのサービスを遂行させることの意味
は小さなものではなかった。短期間であれ、
ララヒン協同コミュニティの成功は、クレイ
グが賢明にも理解したように、構成員の人間
的育成であり、彼らに科学的な知識や自治と
自立・自律の精神を身に付けさせ、それを青
少年に継承させていく手立てを講じたことに
あったのである。
クレイグはその協同コミュニティを去るこ
とを余儀なくされたのであるが、それでも彼
には次に遣るべきことがあった。ララヒン・
コミュニティでの産業訓練・教育という彼の
経験を生かす機会をつくることであった。そ

れは、「精神的にも道徳的にも明白な利益を
もって、工業的な労働と農業的な労働とが交
互に行なわれる」「産業学校制度」を促進す
ることであった。
クレイグがララヒン・コミュニティを去っ
た直後、レディ・バイロンと彼女の仲間は、
「成功裡に運営されるならば、一種のモデル
学校になり得る…農業学校を、ロンドン近郊
に設立すること」を提案した。そして彼女た
ちは、「その農業学校では、定められた目的
のために選抜される一定数の青年が、将来設
立されるかもしれない同様な学校の教師とし
て育成される。そのために、さまざまな必要
な施設を備えた十分な数の建物のある、良質
の農地10～20エーカーを取得するか、ある
いは賃借する必要があるが、そのために多く
の基金を費やす必要はない」とのことを公表
した。この提案を知ったクレイグは、早速マ
ンチェスターからレディ・バイロンに宛てて
手紙を書き送った。間もなく彼女から次のよ
うな返事がクレイグのもとに届いた。

（設立される農業学校の）場所は、ロンド
ンから8マイル以内の所となるでしょう。
基金の総額は未だ確定されておりません。
したがいまして、上記の計画全体を実行す
ることについての絶対的確実性は現在のと
ころはない、とあなたはお思いになること
でしょうが、しかし、有能な校長が見つか
るならば、土地付きの昼間学校が直ぐにで
も設立されることは、ほとんど疑いはあり
ません。
　私は、私たちの構想を実行するのに必要
な行動力、経験、それに慈善心をあなたが
おもちになっているという信念に強い感銘
を覚えているところです。あなたに与えら
れるべき褒賞は、幾分かは、その学校の成
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功と拡充に依っているに違いありません。
ロンドンにいらっしゃる労をお取りくださ
るならば、あなたはご自分のご意見を申し
立てることが可能となることでしょう。あ
なたにお目にかかることができるのであれ
ば、私は、何よりも先ず、農業学校計画に
大きな関心を寄せている私の友人をあなた
にご紹介申し上げる所存です。8 )

　レディ・バイロンからのこの手紙を受け
取ったクレイグは、早速、かつてはニュー
カッスル卿の所有地であったが、現在はある
園芸作物経営者が占有権をもっている土地を
見つけだした。その土地は「農業・工業・産
業学校」(Agricultural, Mechanical and In-
dustrial School)の目的に適っている、とク
レイグは述べている。この学校の敷地と園芸
農地は、ロンドン自治区のイーリング・グ
ローブに位置していたので、その地名をとっ
て名づけられた「イーリング・グローブ農業・
工業・産業学校」をクレイグは設立した。ク
レイグがララヒン・コミュニティを去ってか
らおよそ1年後の1834年のことである。
　クレイグは、この学校の教育内容を確かな
ものとするために、スイスのホフヴィルで農
業を基礎とした教育を実践していたM．ドゥ・
フェレンベルクの学校を訪問している。フェ
レンベルクといえば、ロバート・オウエンが
2人の息子の教育を彼に託したことでも有名
であった。キングも『協同組合人』の最終号
（28号、1830年 8月）で「フェレンベルクの
学校」に論及して、フェレンベルクが「労働
を教育の拠り所」としていることを高く評価
した。クレイグもまた、フェレンベルクの教
育が「その当時のイギリスでは考えられな
かった原理によって、すなわち、農業が人類
に対して及ぼす道徳的影響という原理に導か

れていた」こと、さらにはフェレンベルクが、
「労働は、産業的雇用の1つということだけで
なく、道徳的教育のシステムになるようにも
系統立てられ得る」と考えたこと、それに「農
業学校を、子供たちの道徳的な訓育と彼らの
性格の改善への一歩とする」と考えたことを
評価している9 )。このようなフェレンベルク
の学校教育から多くを学んだことによって、
イーリング・グローブ農業学校は成功し、多
数の人たちがクレイグのもとを訪ね、ある種
の「名所」となった。もちろん、クレイグを
支援したレディ・バイロンも訪問者の1人で
あった。

３．３．３．３．３．レディレディレディレディレディ・・・・・バイロンとトマスバイロンとトマスバイロンとトマスバイロンとトマスバイロンとトマス・・・・・ハーストハーストハーストハーストハースト

　先に述べたように、レディ・バイロンは
1820年代後半から30年代前半にかけて展開
された協同組合運動を支援したことによっ
て、さまざまな協同組合人と交際し彼らの信
頼を得た。リヴァプールで開催された第4回
の協同組合コングレスがキングと共にレ
ディ・バイロンに「感謝決議」を送ったのも、
指導的な協同組合人の彼女への信頼の賜物で
あった。
　おそらく、レディ・バイロンがもっとも親
しく交際した協同組合人は、第4回協同組合
コングレスで議長を務めた、ハッダーズ
フィールド協同組合のトマス・ハーストで
あったろう。彼女は、協同組合人としての
ハーストを援助しただけでなく、ハースト亡
き後でもハーストの妻や子供たちの学費を援
助したからである。
　ハーストは1832年にハッダーズフィール
ド協同組合の運営資金の貸付けをレディ・バ
イロンに依頼する手紙を彼女に宛てている
が、彼女は、1832年10月13日付でその返事
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をハーストに送り、そのなかでキングの協同
組合運営を批判している。

　貸付金に関するあなたの申し入れに早速沿
うように致しましょう。私は、…以前から、
あなた方はそのような援助（貸付金）なし
に協同組合の事業を経営することはできな
い、と考えておりました。実際のところ、
『ブライトン・コーポレーター』（キングの
『協同組合人』）の著者は、すべての貸付金
はそれを借用する人たちの繁栄を危険に晒
し、また協同組合は、それが生みだす以上
の資本を管理運営してはならない、との見
解をおもちのようです。しかし私は、彼の
権威を大いに重んじてはいますが、実際に
商業的な事業に従事している人たちが、手
元にお金もなく事業を営むのは不可能であ
る、と考えています。1 0)

この短い手紙には、レディ・バイロンとキン
グの協同組合に対する基本的な見解の相違が
示されている。キングは、協同組合は労働者
自身の運動であるから、労働者自身の手で共
同資本を形成し、蓄積していくべきことを
『協同組合人』で説いた。他方、レディ・バ
イロンは、協同組合が事業経営を継続しよう
とするのであれば、資金が必要になるのであ
るから、貸付金を否定してはならない、と主
張しているのである。彼女は、1832年5月26
日付のハースト宛ての手紙で、「ブライトン
協同組合は協同組合の基本原則のいくつかか
ら逸脱したために、完全に失敗してしまっ
た」、と記しているが、これは、貸付金を否
定しても他の原則を踏み外すのであれば、協
同組合は失敗する、との指摘である。また彼
女は、少なくとも1832年5月以前にキングが
指導したブライトン協同組合は「完全に失敗

した」、と言っているが、キングへの「感謝
決議」を送った1832年10月の第4回協同組
合コングレスは、「完全に失敗した」はずの
ブライトン協同組合について何ら言及してい
ないことから、彼女が何を意図してそう言っ
たのか、われわれには不明である。
　前述したように、第4回協同組合コングレ
スはキングとレディ・バイロンの2人に「感
謝決議」を送ったのであるが、その前にキン
グはハーストから次回の協同組合コングレス
への招聘の（1833年3月25日付）手紙を受け
取っていた。そしてキングはその招聘を断る
（1833年4月3日付）手紙をハーストに送る直
前にレディ・バイロンに会い、招聘を断る理
由を彼女に伝えている。3月29日付のハース
トへの手紙のなかで彼女はこう述べている。

　私は最近、ブライトンにおりましたが、そ
こであなた（ハースト）についてキング博
士と話をしました。キング博士はあなたの
手紙に満足していました。私は、彼に、同
志としてまた医者として、あなたをお訪ね
するよう提案しましたし、またもし彼が旅
行することができるのであれば、旅行の費
用を負担することも申し上げました。彼は
そうしたがっておりましたが、しかし、自
分の職業上の目的に傷をつけることなしに
ブライトンを留守にすることができるかど
うかは、非常に不確実なことです。この報
告につきましては、私はあなたのご返事を
了と致しますので、それを思案したり致し
ません。1 1)

この手紙に見られる「同志としてまた医者と
して」という言葉は、レディ・バイロン自身
がある協同組合と関係している「非常に危険
な政治的傾向を有する秘密の労働組合を援助
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するために」多額のお金を協同組合に支払っ
ている、との誹謗中傷を受けていたこと―彼
女は、この誹謗中傷の原因がハーストたちに
あり、直ちにそのような原因を取り除くよう
ハーストたちに要求していた―そして、ハー
ストのみならず、彼の2人の息子も健康を害
していたことをさしているように思われる。
彼女は、自分の社会的地位や環境から、自分
の名前が誤って使われてしまうことに神経質
であった。彼女は、「もしも私の名前が、不
注意にも、そのようにして使われているので
あれば、その名を聞いたという人たちにこの
手紙文を知らせること」をハーストに要求し
ている1 2)。
　レディ・バイロンは、ホリヨークが言った
ように、「協同組合に対する彼女の献身と奉
仕の道を決して踏み外しはしなかった」が、
常に政治的中立を望んでいたのである。この
当時の支配階級の意識と彼女の社会的地位や
環境からすれば、それは止むを得ないことで
あったかもしれない。彼女はハーストにこう
伝えている。

　あなたは、…私が繰り返し明瞭に述べてき
たことから、私が決してある政治性を有す
るどんな企ても是認しないし、賛意も示さ
ないこと、また協同組合に関して言えば、
私は、何かそのような目的のために協同組
合を「（邪道な方に）導いていこう」とした
人たちにも一様に反対してきたことを、十
分気づいているに違いありません。1 3)

彼女の言うところの、ある「政治性を有する
企て」を行なう邪道な協同組合がいかなる協
同組合であるのか、例えば、「生産と消費の
共同、財産の共有と権利の平等」に基礎をお
くオウエン主義コミュニティの建設を目指す

協同組合であるのか、それとも政治的急進主
義と結びついた協同組合であるのか、この限
りでは不明である。それでも、すぐ前で引用
した1832年5月26日付ハースト宛ての手紙
の他の部分を見ると、ある程度予測できる。

　『ランカシャー・アンド・ヨークシャー・
コーポレーター』―私はこの最新号を見ま
した―が有益な出版物であることは請け合
いです。協同組合の議事録が、暴力的ある
いは政治的な性格の新聞や定期刊行物と
いったメディアを通じて報告されるべきで
はない、ということは大きな重要性をもつ
ものです。またこの小さな出版物は例の異
議を申し立てられていないと思われますの
で、私は、その発行部数が増加するまで一
定の部数の費用を負担することによって、
喜んで出版社を援助致しましょう。1 4)

彼女の言う「政治性を有する企て」を行なう
協同組合は、オウエン派社会主義に忠実なコ
ミュニティ建設を目指すオウエン主義協同組
合と政治的急進主義を標榜する協同組合の双
方である、と思われる。『ランカシャー・ア
ンド・ヨークシャー・コーポレーター』はク
レイグによって編集された定期刊行物であ
り、これ自体は当時の協同組合運動の状況を
知らせるメディアであり、もちろん政治的急
進主義とは関係しない。彼女が協同組合は教
会と国家、政党や宗派から「超然としている
べきである」と強調したことは、実に意味の
あることであり、彼女の思想を「一時代の心
情を吐露したにすぎない」と見たホリヨーク
の洞察は甘いのかもしれない。しかし、ここ
でレディ・バイロンの協同組合観を追及して
も余り意味がない。彼女が協同組合や協同組
合人にさまざまな援助を行なったことは紛れ
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もない事実であるからである。むしろ支配階
級に属した彼女が、1820年代後半から1830
年代にかけての激動期に労働者や貧しい人た
ちに注意を向けたことにわれわれは敬意を払
うべきかもしれない。
　レディ・バイロンは、1833年に没したハー
ストを看取った夫人と2人の息子の行く末を
案じて、息子たちはクレイグが設立した
「イーリング・グローブ農業・工業・産業学
校」に入学するよう助言した。ホリヨークに
よれば、レディ・バイロンは、実際に、彼ら
の教育のために年50ポンドを3年間支払った
だけでなく、ハースト夫人にも50ポンドを
援助したのである1 5)。
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